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ユ ー ジ ー ン ・ オ ニ ー ル の 『地 平 の 彼 方 』
一 夢 と 喪 失 の 彼 方 一
加 藤 芳 慶
序
ユ ー ジー ン ・オニ ー ル(EugeneO'Neill,1888-1953)の 出世 作 とな っ た 『地
平 の彼 方』(BeyondtheHorizon,1920)は 、 ア メ リカ建 国 以 来 の夢 とい っ て
い い見事 に耕 作 さ れ た農 場 とそ こ に忍 び寄 る商 業 資 本 の 暗 い 影 との 対 比 を、
同 じ女 性 を愛 した二 人 の 兄 弟 の皮 肉 なめ ぐ り合 わせ を通 して描 いた もの で あ る。
この作 品 よ りも以 前 、 オ ニ ー ル は 「カー デ ィ フ指 して東 へ 」("BoundEast
forCardiff".1916)を 含 む 幾 つ か の海 洋 一 幕 劇 で繰 り返 し海 を場 面 に して き
た。 しか し、 ブ ロー ドウ ェ イの 商業 劇 場(MoroscoTheatre)で 初 め て 上 演
され るこ とに な っ た こ の作 品 では 、 ア メ リカの 人 々 に な じみ の深 い農 地 と農 家
を場 面 に して い る。 これ ま で オニ ー ル の創 作 意欲 を しば しば掻 き立 て て き た海
が 、 この作 品 に お い て全 く姿 を消 した わ け で はな い 。 海 は、農 場 の 彼 方 の 低 く
起 伏 す る丘 の 向 こ う側 に広 が っ て いて、 時 と状 況 に よ り神 秘 と夢 と挫 折 とを垣
間見せ るのだ 。
ア メ リカ現 代 劇 の 父 とい わ れ て い るオ ニー ル につ い て の評 言 は、 枚 挙 に い と
まが ない が、 ア メ リカ演劇 の劇 芸 術 の発 展 の 中 に しめ る評 価 に つ い て は エ ドモ





ユ ー ジー ン ・オニ ー ルの 『地平 の 彼 方』
whenitwasawardedthePulitzerPrize.1)
『ユ ー ジ ー ン ・オ ニ ー ル と悲 劇 的 緊 張
』 の 著 書 で あ る ド リス ・フ ァー ク も 同 様
に 、 こ の 劇 が 陳 腐 な 劇 作 品 の 多 か っ た 時 代 に 「真 面 目 で 、 真 実 で 、 意 味 の あ る
メ ッ セ ー ジ を も っ た 」2)作 品 で あ る と認 め 、 ア メ リ カ 演 劇 の 発 展 の 中 の 「重 要
な 出 来 事 」 と い っ て い る。
ド リ ス ・フ ァ ー ク は 、 しか し 、 同 時 に こ の 作 品 が 現 代 に お い て顧 み られ な い






そ こ で い ま 、 こ の 作 品 を 読 み 返 し て み て 、 作 品 の 訴 え る メ ッ セ ー ジ 明 示
的 で あ れ 暗 示 的 で あ れ を 内 容 と構 成 か ら読 み 解 き、 最 後 に 現 代 に も通 用 し
得 る 結 末 部 の 意 義 に つ い て 考 え て み た い と思 う。
1
調 和 の とれ た 現 実 と現 実 の 彼 方 に 見 え 隠 れ す る夢 との 対 比 を 、 第 一 幕 第 一 場


















日々 の労 働 に よ って耕 作 され、 遠 くまで整 然 と広 が る豊 か な農 地 の写 実 的 な
描 写 は 、 商業 資 本 に取 って代 わ られ る以 前 の農 耕 時 代 の牧 歌 的 な情景 を鮮 や か
に伝 えて い る。 た だ、 低 く起伏 す る丘 の 間 を地平 の彼 方 に 向か って うね る よ う
に延 び る 「青 白い リボ ンの よ うな 道 」 と古 い りん ごの 木 が 蒼 白 な 空 を背 景 に
黒 々 と伸 ば して い る 「ね じ くれ た枝 」 が 、 「碁 盤 目の よ うに くっ き り と区 切 ら
れ た畑」 とは 対 照 的 な様 相 を示 して い る。
幕 が 上 が る と、 華 奢 で黒 目が ち な23歳 の青 年 ロバ ー ト ・メ イ ヨー(Robert
Mayo)が 読 ん で い た 本 を閉 じて 、地 平 の彼 方 に 目 をや りな が ら詩 の 一 句 を
吟 誦 して い る。 そ こへ 農 作 業 を終 え た4歳 年 上 の 兄 ア ン ドル ー ・メ イ ヨー
(AndrewMayo)が 通 りか か る。 ア ン ドル ー は、 弟 とは対 照 的 に 陽や け し た
頑 丈 な体格 を して お り、 農 耕 と ともに生 き る ま さに 「大 地 の 子」 と呼べ る若 者
だ 。弟 の ロバ ー トは 、都 会 の大 学 に 通 っ て い たが体 を こわ し静養 の ため 帰 省 し
て いた の だ。 が 、 彼 は体 を丈夫 にす るた め と海 へ の 憧 れ か ら、 また将 来 航 海 士
とな っ て生 計 を立 て て い くた め に、 明 朝 早 く伯 父 デ ィ ッ ク ・ス コ ッ ト船 長
(CaptainDickScott)の 船 で 出 帆の 予 定 で あ る。 兄 弟 が交 わす 次 の一 連 の 対



















一 足先 に帰 った ア ン ドルー と入 れ違 い に兄 と恋 仲 の隣 家 の娘 ルー ス ・ア トキ
ン ズ(RuthAtkins)が や っ て来 る。 彼 女 は ロバ ー トに なぜ 遠 い国 々へ 航 海 す
るの か と聞 く。 ロバ ー トは、 一 つ は幼 い頃 よ り抱 きつ づ け て きた地平 の彼 方 の
海 に潜 む 美 と神 秘 を見 出す ため だ とい う。 ロバ ー トの 夢 想、的 な話 に 聞 き惚 れ て
い た ルー スは他 の理 由 を聞 きた が る。 ロバー トは、 航 海 の 前夜 とい う状 況 も手
伝 って、 ルー スへ の積 年 の愛 を思 い切 って 打 ち 明け る。 愛 を告 げ られ たル ー ス
は、 自分 も本 当 に愛 して い るの は兄 の ア ン ドルー では な く弟 の ロバ ー トだ と打
ち明 け、 海へ 行 か ず 一 緒 に な って農 場 で暮 らそ う と迫 る。 気 の 弱 い ロバ ー トは、
ルー スの 哀願 に負 け て 明朝 の 出 帆 を断 念 し、 二 人 は 手 を取 り合 って家 路 に つ く。
前 の 場 面 に続 く第 一 幕 第 二場 は、 伯 父 ス コ ッ ト船 長 を交 え た メイ ヨー 家 の居
間 での 晩 餐 の場 面 で あ る。 居 間 は、 外 の農 地 と同様 、厳 しい労働 に よ って得 た
安 寧 と秩 序 が 隅々 に ま で行 き渡 って い る6)。ロ バ ー トの 出 帆 を祝 う筈 の こ の晩
餐 は、 しか し、運 命 が 音 を た て て 入 れ 替 わ る場 面 とな る。 ロバ ー トは、 暫 し
の躊 躇 の後 、 出帆 は 取 り止 め ルー ス と結 婚 して農 業 に携 わ る と決 意 を語 る。体
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い出す。驚 くのは、今度は父の方である。アン ドルーこそ農場の最 もふさわし




は 「お前はもう俺 の息子 じゃない。地獄 でもどこで も好 きな所へ行 きやが
れ!」7)と 言い 残 して寝室へ去 る。内心ほ くそ笑む伯父は、アン ドルー に
「海はお前みたいな元気旺盛な男の生 きる場所だ」8)と小声でいい、明朝早 く












兄が航海のために去 り、弟が農場を引き継 ぐことになって3年 後のメイヨー
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ユ ー ジー ン ・オニ ー ルの 『地平 の彼 方』













こ こ に は 第 一 幕 第 二 場 に 見 ら れ た 「安 寧 と秩 序 」 の 様 子 は な く、 無 気 力 と け
だ る い 疲 労 が 感 じ ら れ る だ け で あ る。 ア ラ ン ・ダ ウ ナ ー は 、 こ の ト書 が 劇 の テ
ー マ と有 機 的 に 関 連 し て い る と し て















これ以降、第二幕全体 を通じて、ロバー トとルースの家庭に不幸 と挫折の跡
が次々に刻 まれてい く一 父ジェイムズの死、荒廃 した農地、抵当に取られか




しかし、彼は帰っては来たものの、農場の立て直 しに手を貸して くれるか も知













寝室を抜け出したロバー トは、 日の出を見ようと土手の上へ這い上が る。そ








ロバ ー トの こ の叫 び は 、彼 の幼 少 の 頃 か らの見 果 て ぬ夢 を死 を前 に して なお
語 る もの だ が、 長 く苦 しい現 実 か ら得 た な ん らか の 洞察 を投 げ か け る もの で は
な い。 見 果 て ぬ夢 は、 い わ ば死 を代償 に して幼 少 時 の夢 に 回帰 し、 強 い余 韻 を
残 しはす る もの の環 を静 か に 閉 じるの だ。
4
ロバ ー トの死 を 目の 前 に して、 ア ン ドルー は遣 り場 の な い怒 りをルー ス に ぶ
つ け るが 、 同 じ失 意 の うちに あ るル ース の姿 を見 て 深 い憐 閥の 情 にか られ る。
彼 は しぼ り出す よ うな声 で ルー ス にい う一 「私達 は お互 いに助 け合 うよ うに
しな くち ゃな らな い、 そ うす れ ばや が て ど うす れ ばa:い いの か わか る よ うに
な る だ ろ う」13)。ル ー ス は、 しか し、 この 言葉 に気 付 か な い よ うに な ん の返 答
も しな い。彼 女 の心 は 「消耕 の果 ての 静 け さ の なか に 沈 み、 もはや どの よ うな
望 み に も煩 わ され な い境 地 に達 してい る」14)。
こ こ で、農 場 を飛 び出 し、伯 父 ス コ ッ ト船 長 と ともに 出帆 した ア ン ドルー の
そ の後 の 足 跡 を ざっ と辿 って み よ う。 ア ン ドルー は 、数 年 間 、伯 父 ス コ ッ ト船
長 と ともに さ ま ざま な国 に航 海す る もの の 、苛 酷 な船 上 の生 活 に うん ざ りして
南米 の 地 で穀 物 の 商 いに従 事 す る(第 二 幕 第二 場)。 さ らに欲 を出 して投 機 に
手 を 出 し大 金 を失 う(第 三 幕 第 一 場)。 物 質 的 な成 功 か ら見 離 され 、手 痛 い挫
折 を味 わ った彼 は、 劇 の 結 末部 で愛 す る弟 の死 を 目の 当 りにす るの だ。 ア ン ド
ルー を捕 え るの は二 重 に深 い 喪失 感 で あ る。死 を前 に して の ロバ ー トの 叫 び と
同様 、 残 され た ア ン ドル ー とルー スの 口か ら も、 挫 折 の 人生 か ら得 た洞 察や 認
識 は な ん ら語 られ ず、 劇 は深 い喪 失 感 と 「消耕 の果 ての静 け さ」 の うちに終 わ
る。 ドリス ・フ ァー ク も、 表 現 は違 うが 、劇 の こ の結 末場 面 につ い て 「彼(オ
ニ ー ル)は 、 後期 の作 品 に至 る まで これ ほ ど荒 涼 と した場 面 で幕 を降 ろす こ と
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は二度 となか った 」15)と述べ て い る。
確 か に そ うで あ るが、 い ま、観 客 へ の働 きか け とい う観 点 か らみ た 時、 嵐 の
よ うな挫 折 の描 写 の後 に、 喪 失 と静 け さ の凪 に終 わ らせ る この結 末 部 に こ そ劇
壇 に華 々 し くデ ビュー した オニ ー ル の野 心 的 な狙 い が あ る よ うに思 う。 す な わ
ち、嵐 の後 の 凪 は、 舞 台か ら受 け る強烈 な体 験 を鎮 め16)、そ こか ら観 客 の 数 だ
け の 洞察 や 認 識 を静 か に触 発 させ て い くよ うに 思 え るか らで あ る。
結
大 部 なオ ニー ル の評 伝 の著 書 ル イ ス ・シー フ ァー は、 ア ン ドル ー に 言及 して





上 記 引用 文 で、 ル イス ・シー フ ァー は 、作 者 の名 を もち 出 して 「本 来 の 道 を
失 い、 す ば ら しい過 去 を裏 切 り、 成 功 の 追求 と物 質 的 な もの の強 調 の うち に 国
民 的精神 を よご したア メ リカ な る もの 」 をア ン ドル ー の上 に重 ね 判決 を下 して
い る。
い ま一つ の仮 定 が 許 され るな ら、 結 末 の場 面 にお け るア ン ドル ー の深 い 喪 失
感 を埋 め合 わせ る もの は 、金 融 界 で右 往 左往 す る実 業家 的 な行 動(す で に み た
よ うな穀物 の商 いや 投機)の うち に では な く、 この 劇 の 始 め にみ られ た骨 身 を
惜 しま ない 日々 の 労 働 の うち に あ るの だ ろ う。 そ うだ とす れ ば、 ロバ ー トの 夢
が幼 時 の夢 に 回帰 して い くよ うに、 ア ン ドルー もま た劇 の始 め 、 あ るい は そ れ
以前 へ と帰 って い くこ とに な る。 劇 が 日没 時 に始 ま り、 日の 出に終 わ る時 間 の
構 成 も その こ とを暗 に 示 して い る よ うに 思 わ れ る。
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(is>こ こ に は ア リ ス トテ レ ス の 「カ タ ル シ ス 」 効 果 を 認 め て も い い だ ろ う 。 オ ニ ー
ル は 、 『喪 服 の 似 合 う エ レ ク ト ラ 』(MourningBecomesElectra,1929-31)の 表
題 か ら も す ぐに 連 想 さ れ る よ う に ギ リ シ ア 悲 劇 の 影 響 を 強 く受 け て い る 。
αのLouisSheaffer,O'Neill.・SonandPlaywright(AMSPress,1988)P.420.
[付 記]本 研 究 は 平 成13年 度 佛 教 大 学 教 育 職 員 研 修 の 成 果 の 一 部 で あ る 。
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